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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 11,457 △3.0 △416 ― △467 ― △324 ―

2024年３月期中間期 11,816 7.7 △285 ― △343 ― △306 ―
(注) 包括利益 2025年３月期中間期 △323百万円( ―％) 2024年３月期中間期 △290百万円( ―％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 △35.12 ―

2024年３月期中間期 △33.79 ―

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり中間純損失である
ため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 22,068 5,768 26.1

2024年３月期 23,199 6,241 26.9
(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 5,768百万円 2024年３月期 6,241百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2025年３月期 ― 0.00

2025年３月期(予想) ― 0.00 0.00

(注) １．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
２．上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類

株式（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,158 1.9 1,000 7.6 900 7.5 560 △9.6 19.24
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期中間期 13,786,500株 2024年３月期 13,786,500株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 278,065株 2024年３月期 278,065株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 13,508,435株 2024年３月期中間期 13,508,469株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
(決算補足説明資料の入手方法)
決算補足説明資料は、2024年11月12日に当社ウェブサイトに掲載しております。



〇種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は、以下のとおりです。

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

Ａ種種類株式 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ─ 50,000.00 ─ 50,000.00 100,000.00

2025年３月期 ─ 50,000.00

2025年３月期(予想) ─ 50,000.00 100,000.00

（注）Ａ種種類株式は、2021年３月31日に発行したものです。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当社グループは、ブライダルマーケットにおけるシェア拡大戦略を展開すべく、施設のスタイルにこだわらず、

東京23区及び政令指定都市を中心とした利便性の高い場所で挙式・披露宴を運営する当社のほか、店舗・オフィス

の設計施工、建築用コンテナの企画・販売・施工、建材・古材の販売など建築不動産に関するソリューションを提

供し、またグループ内施設の内装工事を担う株式会社渋谷を主軸にグループ経営を推進する体制を強化し、連結業

績の最大化に向け継続して取り組んでおります。

当中間連結会計期間の経営成績は、売上高11,457百万円（前年同期比3.0％減）、営業損失416百万円（前年同期

は285百万円の損失）、経常損失467百万円（前年同期は343百万円の損失）、親会社株主に帰属する中間純損失324

百万円（前年同期は306百万円の損失）となりました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

（ブライダル関連事業）

各アイテムのランクアップ提案を実施したことにより引き続き単価が堅調に推移しました。宴会、フォトウエ

ディング、旅行等の結婚式以外の事業の売上は増加したものの、前期受注数の影響により施行数が減少し前年同

期比では減収となり、ブライダル関連事業の売上高は9,714百万円（前年同期比4.7％減）、セグメント損失は

169百万円（前年同期は49百万円の利益）となりました。

（建築不動産関連事業）

工事の取扱いが増加したことにより売上高が増加し、業績は前期を上回って推移しました。結果、建築不動産

関連事業の売上高は1,742百万円（前年同期比7.6％増）、セグメント利益は76百万円（前年同期比4.6％減）と

なりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間連結会計期間末における資産総額は22,068百万円となり、前連結会計年度末より1,131百万円減少しており

ます。これは主に、現金及び預金が198百万円増加したこと、受取手形、売掛金及び契約資産が755百万円減少した

こと、建物及び構築物（純額)が275百万円減少したこと等によるものであります。

（負債）

当中間連結会計期間末における負債総額は16,299百万円となり、前連結会計年度末より657百万円減少しておりま

す。これは主に、短期借入金が642百万円減少したこと、未払金が208百万円減少したこと、長期借入金が272百万円

増加したこと等によるものであります。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産は5,768百万円となり、前連結会計年度末より473百万円減少しておりま

す。これは主に、親会社株主に帰属する中間純損失324百万円を計上したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、2024年５月14日付決算短信にて公表いたしました連結業績予想から変更は

ありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,156,234 5,354,264

受取手形、売掛金及び契約資産 974,829 219,762

完成工事未収入金 202,339 117,371

販売用不動産 461,193 467,140

商品及び製品 311,337 316,826

原材料及び貯蔵品 55,542 52,456

未成工事支出金 167,316 182,763

リース投資資産 579,205 568,408

その他 659,276 774,651

貸倒引当金 △29,449 △21,946

流動資産合計 8,537,826 8,031,697

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,676,079 4,400,119

その他 1,096,808 876,075

有形固定資産合計 5,772,887 5,276,195

無形固定資産 325,259 141,945

投資その他の資産

敷金及び保証金 3,791,605 3,664,438

繰延税金資産 4,489,005 4,662,503

投資不動産 116,303 ─

その他 211,984 335,995

貸倒引当金 △45,121 △44,181

投資その他の資産合計 8,563,777 8,618,755

固定資産合計 14,661,925 14,036,896

資産合計 23,199,751 22,068,594
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 704,706 711,160

短期借入金 642,120 ─

1年内返済予定の長期借入金 2,200,357 2,300,522

未払金 984,215 775,702

未払法人税等 28,568 15,357

契約負債 1,737,767 2,235,744

資産除去債務 31,357 30,000

その他 1,639,280 1,082,943

流動負債合計 7,968,372 7,151,429

固定負債

社債 90,000 60,000

長期借入金 6,034,539 6,306,550

資産除去債務 2,425,820 2,428,446

その他 439,070 353,569

固定負債合計 8,989,430 9,148,565

負債合計 16,957,802 16,299,994

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 50,000

資本剰余金 4,613,178 4,613,178

利益剰余金 1,784,272 1,310,233

自己株式 △192,543 △192,543

株主資本合計 6,254,907 5,780,868

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,550 3,245

為替換算調整勘定 △15,509 △15,515

その他の包括利益累計額合計 △12,958 △12,269

純資産合計 6,241,948 5,768,599

負債純資産合計 23,199,751 22,068,594
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 11,816,137 11,457,107

売上原価 5,033,405 4,915,445

売上総利益 6,782,732 6,541,662

販売費及び一般管理費 7,068,121 6,957,989

営業損失(△) △285,388 △416,326

営業外収益

受取保険金 21 8,447

助成金収入 61,987 640

その他 9,210 6,388

営業外収益合計 71,219 15,475

営業外費用

支払利息 38,701 41,954

金融手数料 74,155 2,225

その他 16,426 22,707

営業外費用合計 129,283 66,887

経常損失(△) △343,452 △467,738

特別利益

固定資産売却益 814 ─

新株予約権戻入益 1,187 ─

特別利益合計 2,001 ─

特別損失

固定資産売却損 ─ 14,857

減損損失 72,340 ─

為替換算調整勘定取崩損 18,676 ─

特別損失合計 91,017 14,857

税金等調整前中間純損失(△) △432,467 △482,596

法人税、住民税及び事業税 16,060 15,270

法人税等調整額 △142,036 △173,828

法人税等合計 △125,976 △158,557

中間純損失(△) △306,491 △324,038

親会社株主に帰属する中間純損失(△) △306,491 △324,038



株式会社エスクリ(2196) 2025年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

6

中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純損失(△) △306,491 △324,038

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,492 694

為替換算調整勘定 12,367 △5

その他の包括利益合計 15,860 689

中間包括利益 △290,630 △323,349

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △290,630 △323,349
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前中間連結会計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月12日
取締役会

Ａ種種類株式 112,500 37,500.00 2023年３月31日 2023年７月14日 利益剰余金

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年９月26日
取締役会

Ａ種種類株式 150,000 50,000.00 2023年９月30日 2023年10月13日 利益剰余金

当中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月14日
取締役会

Ａ種種類株式 150,000 50,000.00 2024年３月31日 2024年７月12日 利益剰余金

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年９月25日
取締役会

Ａ種種類株式 150,000 50,000.00 2024年９月30日 2024年10月15日 利益剰余金

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20

－３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過

的な取扱いに従っております。これによる中間連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸

表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度について

は遡及適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。これによる前中間連結会計期間の中間

連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。


